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５　評価指標(共通指標） (単位：％）

設立目的
千葉市にふさわしい文化を総合的に振興して、市民文化の向上、地域文化の振興、男女共同参画社会
の形成促進に資する事業を展開し、もっていきいきとした個性豊かな市民文化の形成に寄与することを
目的とする。

所在地 千葉市中央区中央２丁目５番１号
代表者 理事長　宍倉　和美

公益財団法人 千葉市文化振興財団

設立年月日 昭和48年2月13日 出資・出捐状況 2,000 （うち市 2,000

所管課 市民局生活文化スポーツ部文化振興課

(単位：円）

常勤 非常勤 計 R4年度 R5年度

うち市ＯＢ 0 総支出（Ｂ） 681,500,255 691,961,430 681,101,268

R6年度
役員（監事含む） 7 総収入（Ａ） 677,935,198 690,215,919 675,282,008

▲ 5,819,260

職員 30 総資産（Ｃ） 653,103,418 607,279,262 607,013,579

うち市派遣 当期収支（Ａ－Ｂ） ▲ 3,565,057 ▲ 1,745,511

465,974,439 471,528,016

うち市ＯＢ 0 正味財産合計（Ｃ－Ｄ） 143,050,334 141,304,823 135,485,563

うちプロパー 30 負債（Ｄ） 510,053,084

※常勤役員と常勤職員とを兼務している者については、常勤役員数
にのみ計上し、その人数（内数）を括弧書で記載している。

職員
平均年齢

46.1 歳
職員平均

給与（年額） 7,424,711 円

33,512,790 33,136,940

計 32 市委託料 499,567,000 501,517,800 494,950,000

うち市派遣 0 市補助金 33,339,676

市支出額 依存率

千葉市文化センター管理事業 施設管理、貸出及び文化事業 255,621,637 200,867,000 78.6

役員平均
報酬等額（年額）

6,770,703 円

主要事業 区分 事業内容 事業費※

千葉市民会館管理事業 施設管理、貸出及び文化事業 247,142,321 156,669,000 63.4

千葉市男女共同参画センター
管理事業

施設管理及び男女共同参画事業 132,306,509 137,414,000 100.0

地域文化活性事業 ベイサイドジャズ千葉 24,844,058 18,579,000 74.8

こども若者文化支援事業 こどもミュージックプロムナード等 9,173,037 9,467,000 103.2

自立性
補助金依存率 4.9 4.9 4.9

受託事業収入率

指定管理者と
して管理する

公の施設

・千葉市民会館
・千葉市文化センター
・千葉市男女共同参画センター

情報公開
ＨＰアドレス https://www.f-cp.jp

公開情報

73.7 72.9 73.3
自主事業比率 0.5 0.5 0.5

評価指標 R4年度 R5年度 R6年度

効率性
人件費比率 44.2 43.2 43.2

管理費比率 3.9 3.2 3.2

76.4 76.6 77.6

安全性
自己資本比率 21.9 23.3 22.3

流動比率 164.5 185.3 185.3
固定長期適合率



６　活動指標(個別指標）

７　経営改善計画
H 28 年度 ～ R 6 年度

＜取組項目＞

活動指標 R4年度 R5年度 R6年度 備考
文化施設利用者数（人） 335,898 421,008 379,353 R4年度は新型コロナによる減少

R6年度は文化センター空調工事による減少

文化施設利用料金収入（円） 113,735,556 134,456,456 100,934,934 R4年度は新型コロナによる減少

R6年度は文化センター空調工事による減少

文化事業入場料等収入（円） 10,071,914 14,283,782 10,989,013 R4年度は新型コロナによる減少

R6年度は文化センター空調工事による減少

賛助会員数（人） 193 185 181 R4年度は新型コロナによる減少

R6年度は文化センター空調工事による減少

現状
(R6年度)

経営の効率化

計画期間

経営方針

①文化の魅力を知り、享受できるよう積極的、計画的に事業展開し、千葉市の魅力を高める。
②男女の別なく尊重・対等な立場で参画機会が確保され責任を分かち合う社会の実現を目指す。
③世界に通用する個性豊かな文化を市民と協働で創造し、千葉市の活力を高める。
④多様化複雑化する市民のニーズを的確に捉え、市民の満足度を高めるサービスに努める。
⑤経営基盤を強化し、効率的・効果的な財団経営に努めて自主自立を目指す。

経営課題

①組織・人事
・非正規職員の活用と職員採用のあり方を確立する。
②事業
・社会情勢や時代の変化に対応し、将来を見据えた長期的な事業展開を図る。
・寄附金を拡充する。
・文化力を高めるため、継続的な人材を育成を行う。
・男女共同参画を推進するため、総合的な事業展開を行う。
・男女共同参画に関する活動の支援、協働と連携を図る。
③財政
・特定資産や余裕財産の運用を見直す。

取組項目
平成28年度策定の計画

特記事項取組前
(H28年度)

目標
(R7年度)

対象年齢別事業の実施 実施 実施 実施
参加・体験型事業の実施 実施 実施 実施
人材育成事業の実施 実施 実施 実施
多様な協働・連携事業の実施 実施 実施 実施
アーティストバンク登録者を活用した事業実施 実施 実施 実施
男女共同参画社会形成のための事業実施 実施 実施 実施
ホームページの見直し、広報体制の拡充 未実施 実施 実施
施設の新たな割引料金制の導入 未実施 実施 実施

組織・運営体制
常勤役員定数の削減 3人 2人 2人
法令順守に関する関連法令の整備・研修 実施 実施 実施
個人情報保護に関する研修実施 実施 実施 実施
危機管理マニュアルの徹底 実施 実施 実施
環境マネージメントの運用 実施 実施 実施
市民サービスの拡充 実施 実施 実施

人事・給与制度
新人事考課制度の導入 未実施 実施 実施
職員研修制度の整備 実施 実施 実施
定年退職職員の再雇用化 実施 実施 実施
有期雇用・非常勤職員の活用 実施 実施 実施

団体の資金運用
資産運用基準の制定・運用 未実施 実施 実施

経営改善計画の策定
スケジュール策定 未実施 実施 実施



８　外郭団体による評価

９　所管局による評価

取組項目に関する評価

（１）経営の効率化
文化芸術活動を支える人材育成や活動機会の提供をし、全世代の市民文化の向上、地域文化の
振興の推進に努めた点や男女共同参画社会の実現に向けて多様な方法で事業を推進した点は
評価できる。
（２）組織・運営体制
講習会への参加を通じ、継続的に適切な体制を構築していることは評価できる。
（３）人事・給与制度
研修参加による職員の資質向上に努めたり、人事考課制度により職員の勤労意欲を高める取り
組みは評価できる。
事業実施に効果的な情報収集を積極的に実施するなど、団体の経営改善に資する自主事業の企
画立案に寄与する人材育成に取り組まれたい。
（４）団体の資金運用
資金運用基準に基づき、安全かつ確実な資金運用を行っていることは評価できる。
（５）経営改善計画の策定
経営改善計画に基づき、各項目について着実に取り組んでいることは評価できる。
市民ニーズや市の施策を踏まえ、団体の設立目的を実現する上で問題となる経営上の課題等を
整理し、次期経営改善計画を適時、適切に修正されたい。

総合評価

経営改善計画に定められた各取組項目が概ね着実に実施されており、計画どおりに進められてい
る。
文化振興財団が長年に亘り培ったノウハウを活かしながら、設立目的を達成するため継続的に実
施している取り組みに加え、社会情勢の変化に応じた事業の実施や、市民ニーズを踏まえた積極
的な事業展開に期待する。

今後の方針

経営の更なる効率化に向け、以下の項目について取り組まれたい。
・職員の平均年齢や人件費率が高いことから、団体の規模、事業内容等を踏まえた組織体制の構
築、および人材の流動化を促進されたい。
・団体の経営改善に資する自主事業や収益事業の展開を進められたい。
・第３次千葉市文化芸術振興計画・第５次千葉市男女共同ハーモニープランを軸に千葉市民の文
化芸術の向上・男女共同参画社会の実現に向けて貢献されたい。

取組項目に関する評価

（１）経営の効率化
①文化を創造する人材の育成
　子どもに舞台芸術活動のきっかけ作りを提供する「キッズフェスタ」を実施したほか、次世代の文化芸術活
動を担う子どもや若者たちを支援するため、「子どもダンスワークショップ＆ライブ」、「学生向け衣装制作講
座」を実施した。
②文化芸術活動への支援
　音楽のジャンルを問わず活動している高校生バンドなどを対象に、日頃の練習成果を本格的な舞台で披露
する機会をつくり、若者文化の賑わいを創出する「Ｃフェス」を実施したほか、アーティストバンクちば登録アー
ティストの活動を支援するため、市内のイベント等への出演依頼に対する紹介、斡旋を行った。
　また、「よろず相談」として、文化活動を行っている団体や個人の舞台公演、イベントなどの文化芸術に関す
る相談に対応した。
③男女共同参画事業の実施
　男女共同参画社会実現のために調査研究、情報収集提供、相談、研修学習、交流啓発を実施した。男女
共同参画に関する幅広いテーマ展示をするとともに、女性の社会進出促進のための講座の実施、連携する
関係機関等への出張講座を実施した。
（２）組織・運営体制
　全国公益法人協会の講習会を受講するなど、継続的に法令順守の徹底を図るよう努めた。
（３）人事・給与制度
　全国公立文化施設協会、千葉市外郭団体等連絡協議会等の研修に参加し、団体の特性を保持し高めて
いくために必要な職員の資質向上に取り組んだ。また、人事考課制度により、職員の能力や勤務実績等を評
価し、その成果を給与処遇に反映することで職員の勤労意欲を高めることに努めた。
（４）団体の資金運用
　資産管理運用基準に基づき、安全性の確保を第一に資金運用を行った。
（５）経営改善計画の策定
　平成２８年度策定の経営改善計画を延長し、引き続き実施した。

総合評価

経営の効率化、組織・運営体制の改善、施設の改修・整備を行うとともに、様々な年齢層を対象と
して多彩な文化芸術行事の開催、男女平等意識の啓発等に係る展示・講座等を実施し、公益目
的事業の推進に努めることができた。引き続き、文化事業においては、千葉市の文化行政を補
完、代替、支援し、個性豊かな市民文化の形成を、男女共同参画事業においては、千葉市と緊密
に連携を取り、男女の自立と対等な社会参画促進を目指す。

今後の方針
経営改善計画に沿って取組みを進めるとともに、第３次千葉市文化芸術振興計画・第５次千葉市
男女共同ハーモニープランを柱とした事業展開を行っていく。


